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審議内容 (発言者、発言内容、審議経過、結論等) 

１ 開会の宣言 

   川﨑：ただ今から、平成２９年度第１回福津市総合教育会議を開会いた

します。私は本日の司会進行を務めます広報秘書課の川﨑と申し

ます。よろしくお願いいたします。 

       本日の会議はお手元に配布している会議次第に沿って進めてま

いります。なお、会議出席メンバーについては、座席表を載せて

おりますので、紹介は省きます。 
 

２ 挨拶 
   川﨑：まずはじめに、原﨑市長から挨拶をお願いします。 

   市長：私にとって初めての総合教育会議を本日開催いたします。御多忙

の中、教育委員の皆様、そして関係職員の皆様ありがとうござい

ます。 

 先ごろの法律の改正により、首長も教育施策に積極的に参画し

て、教育委員会とともに自治体の教育行政を考えていくという趣

旨で開催されることになったのがこの総合教育会議であると認識

しております。 

 今日は私にとって最初の総合教育会議であります。先月６月５

日の６月議会では、この教育分野についても、所信表明の中で、

私が思う教育施策、また、対話といった言葉もキーワードに全面

に出して施策を打ち出したいと述べました。私が思う福津市の教

育行政の中の、主にソフト面での課題や展望、ビジョンなどを伝

えていきたいと思っております。それに、呼応して、教育委員の

皆様からの意見や質問を承りたいと思いますので、よろしくお願

いします。 

   川﨑：それでは、協議に移りたいと思います。本来であればこの総合教

育会議での協議事項については、市長が進行を進めるというとこ

ろですが、皆様御承知のとおり、原﨑市長、そして柴田教育長が

就任されて今回が初めての会議となります。したがいまして、本

日は、先ほど市長も申しておりましたが、「福津市教育大綱の策

定に向けて」ということをテーマに、市長が思い描く福津市のこ

れからの教育像について語っていただき、それに対して、教育

長、教育委員の皆さんと意見交換をしていただきたいと考えてお

ります。進行については、私が務めさせていただきます。なお、

会議の時間については、市長から教育に対する思いを語っていた

だく時間を３０分間程度、その後、意見交換を５０分間程度の合

わせて１時間半を目途に予定しております。よろしくお願いしま

す。 

 

３ 協議 福津市教育大綱の策定に向けて（意見交換） 
   川﨑：それでは、市長が思い描く福津市のこれからの教育像について



語っていただきたいと思います。 

   市長：先ほどもこの会議の前に、世界遺産等の会議を行っておりまし

た。世界遺産に登録された新原・奴山古墳群のことも含めて、こ

れが教育にどう生かされるかということも述べたいと思います。

 今日は、キーワードの一つとして、『対話』を挙げたいと思い

ます。対話の手法をどのように教育施策に生かすのか考えていき

たいと思います。 

       それから、『国際交流』そして『生涯学習』もキーワードとし

て挙げたいと思います。この教育大綱、自治体にもよりますが、

福津市は、青年期だけでなく大学生、つまり大人も対象にした教

育大綱をつくりたいので、生涯学習も考えていきたいと思いま

す。 

       それでは、『対話』から始めたいと思います。 

       今日の朝日新聞の朝刊にこういった記事が載りました。「ふく

つ未来会議設置へ。市長が表明。総合計画に市民の声」。これは

昨日の定例記者発表で私が述べたものです。その対話について、

何をもって対話とするのか。これまでも対話の手法が取り入れら

れてきたとは思いますが、改めて、この教育総合計画の策定まで

に、対話の手法が取り入れられないかということを考えます。 

       総合計画の策定について言うと、従来のやり方だと既にいろん

な材料が集まったものを、審議会を通じて策定している段取りに

なっていたはずなのですが、審議会の招集は来年１月に先伸ばし

して、今年の８月からと１０月からの２段階に分けて、市民参画

型の二つの会議（合わせてふくつ未来会議と呼ぶ）を招集しま

す。 

       ８月からの会議は、無作為抽出による約１，０００人に対して

参加者を募集して、３０～５０人の委員を募っております。１０

月からの会議は、地元の高校生等や郷づくり協議会関係にも入っ

ていただき、１００人規模の市民会議を招集し、総合計画の基本

構想を話し合ってもらうことを予定しております。それを踏まえ

て、学識経験者等も含めて公正・中立な視点で審議会を設置し

て、総合計画を策定していくことにしました。 

       この教育総合計画についても、教育懇話会等の答申や意見を取

り入れながら策定していくことになると思うのですが、どこかの

段階で、市民参画の場面を設けていただけたらと思います。この

ような計画を策定する際は、市民参画であろうがなかろうが大変

なエネルギーと熟議をもってつくられると思うのですが、計画が

つくられた後の進行管理もまた大切になってきます。つまり、プ

ロセスを踏む段階でも市民の方に入っていただき、そしてつくら

れた後の進行管理もしっかり行っていくために、市民の方に評価

していただくような指標を設定していただいて、市民の方と一緒

に、この福津市が目指すべき教育の方向に進んでいるのかという

ことを評価していただきたいと思っています。以上が、対話を用



いた福津市の政策形成、教育総合計画の策定、進行管理です。 

       所信表明において教育の分野では、特に対話ということは入れ

ておりませんでした。教育の分野では、３つ目の柱「子どもたち

への福津の推進」の中で、『教育環境を整備します』『待機児童

を解消し、子育てしやすいまちを目指します』『地域ぐるみで福

津の子どもを育てます』ということを申しております。ここでは

対話ということは書いておりませんが、根本になってくるのは、

「対話」を重視した市民参画による福津まちづくり基本方針であ

りますので、教育施策にも対話を取り入れていただきたいという

のが私の思いであります。また、教育大綱の中にも対話という言

葉も入れていきたいし、教育施策において対話をどう取り入れる

かを、今後議論していきたいと思います。 

       次に、『国際交流』についてです。教育分野の中でも、いろい

ろな最重要施策が含まれます。世界遺産登録も無事に決まりまし

た。そして、全国のあらゆる自治体で、他の地域や国との交流が

行われています。福津市においては、長野県松本市との交流を

行っております。また、勝浦小と八女市の姫治小との交流も行っ

ております。他にも、民間交流で韓国の慶州との国際交流も行わ

れております。 

       特に、外国や他の地域の方たちに対して、子どもたちから福津

の良さを発信してもらったり、また、外国から福津市に来ていた

だいて福津の良さを知ってもらうというようなことができないか

と思います。これは、ただ外国に行って何か学んでくるというも

のではありません。子どもたちなので、行けばたくさんのものを

吸収するでしょうし、また、来てもらえば交流の中でたくさんの

ものを学べるかもしれませんが、改めて、世界遺産に登録された

ことをきっかけに、この福津市の良さを、新原・奴山古墳群を含

める「神宿る島」宗像沖ノ島と関連遺産群の良さを、アジアや

ヨーロッパの子どもたちに発信していただけるような教育施策が

取れないかなと思います。例えば、松本市との交流と同じよう

に、福津市が主催となって公募をして、外国の子どもたちと交流

するというようなものです。 

       これからは国際感覚は本当に必要だと思います。国際感覚が必

要というのは、単に英語だけを身につければいいというものでは

なく、あらゆる場面でステージに立ったり、発表したり、プレゼ

ンテーションをしたりするのです。そういう発表の場なり、主体

的なプレゼンスの場を子どもたちに与えると、その都度、子ども

の成長が見られると思います。福津市内のすべての子どもたちが

外国に行くことは難しくても、そういうことをやることも必要で

はないかと思います。 

       宗像市では、グローバルアリーナに招き入れたり、ブルガリア

との交流があったり、ラグビーを通しての交流もありますが、先

般、福岡県から福津市に対して、オリンピックのキャンプ誘致の



打診がありました。これを機に、参加国もしくはその競技を通し

て、スポーツ交流なども考えられるかもしれません。何かこれま

で以上に、子どもたちに他の国の文化に触れさせてあげたいと

か、他の国の人と接するからには、自分たちの住んでいるまちの

良さをしっかり勉強してもらって、それを発信してもらいたいと

いう思いがあります。 

       最後に、『生涯学習』についてです。合併して１３年目に入り

ました。津屋崎町にも生涯学習のすばらしい歴史とその伝統を

守ってきた歴史があると思いますが、福間町には郷育という社会

教育施策があり、この郷育という言葉が生み出されて以来、今も

社会教育部門は郷育推進課という名称です。この郷育推進課が昨

年から、今まで地域振興部にあったものが、教育部局に入りまし

た。つまり、その大人も含めた生涯学習分野が教育部局に入るこ

とにより、子どもから大人までの教育施策ということで、福津市

においては教育総合計画にも、対象として取り入れていこうとい

うことで進められていると聞いております。 

       その生涯学習については、私はこれまでの郷育カレッジ等も含

めたいろいろな取組も評価しつつ、私から改めて申し上げたいの

は、環境・自然の保全の要素を生涯学習に取り入れられないかと

いうことです。福津市には、教育以外にもいろんな分野別計画が

ありますが、福津市は約３年間かけて、九州工業大学大学院の伊

東啓太郎教授と学生も入って、第２次福津市環境基本計画をつく

りました。 

       福津市はこのたび、東洋経済新報社の評価で九州１位の住みよ

さランキングの評価をいただきました。全国でも３７位。全国的

に高齢化が進む中で、特に子育て世代がどんどん増えています。

その要因の一つは、私は福津の住みやすさ、環境の良さだと思っ

ています。ほぼ２２キロの海岸線。この連休中も白石浜海水浴場

は超満員で、駐車できないほどにぎわっていました。もちろん宮

地浜も福間浜も津屋崎浜も同じです。さらに、海だけに限らず、

山、川と素晴らしい自然環境が残っています。しかし、少し油断

すると、カブトガニが見られなくなったり、ウミガメが上がって

こなくなったり、放っておくと、東福間でも大峰山でも竹がどん

どん繁茂してしまいます。 

       そんな中、この福津の資産である自然をいかに守っていくかと

いう問題を背景に、第２次福津市環境基本計画がいよいよ今年の

４月から実行時期に入ったわけです。先日も地域振興部の職員や

伊東教授、九工大の学生たちといっしょに、この基本計画をどの

ように進めていこうかという話し合いを先週行いました。まずは

市民に関心をもってもらうこと、そしてこの先、いろいろな人に

環境保全にかかわっていただきたいという意見が出ました。 

       すでに３つの郷づくり協議会ではこの１０年間、環境部会等が

松林の保全に取り組み、大変きれいになりました。また、今でも



里山みまもり隊とか、干潟みまもり隊とか、いろいろなボラン

ティア団体や地域組織がありますが、せっかく完成したこの福津

市環境基本計画を、教育施策でもしっかりリンクしていただき、

これを生涯学習の一環としてつなげていけたらいいなと私は思い

ます。具体的な手法は、これから話し合いが必要だと思います

が、いずれにしても、この環境基本計画が実際にあるということ

や、どのような内容かということは、市民の皆さんにはあまり知

られていないと思うのです。これをひも解いていただき、何とか

生涯学習につなげていただきたいと私は思います。 

       福津市には歴史も伝統も文化もありますが、一方で、この素晴

らしい環境を多くの市民の皆さんに教育施策を通じて知っていた

だき、できるだけ多くの方で共有し、実行していくことが、生涯

学習の柱となるのではないかと考えています。 

       以上、対話、国際交流、生涯学習という３つのテーマで申し上

げました。所信表明についても、質問等があればお受けいたしま

す。 

       それと、あと少し、せっかくの機会なので申し上げます。 

      所信表明の中にもある、市立幼稚園の扱いについては、私なりの

思いがあります。福津市の教育部局の職員の中には、福岡県が昨

年１１月につくった幼児教育アドバイザー制度の資格を持った職

員が２人おります。保育園の待機児童が多い中で、幼稚園ももち

ろん需要はたくさんあり、多くのお子さんが今、古賀市や宗像市

の幼稚園に通っています。平成２３～２４年に招集された市立幼

稚園の審議会において、２園を１園に統合するということが答申

されました。そして１園に統合された後は、３年保育の可能性を

探るということも実は答申されています。神興幼稚園は先週、毎

日新聞に大きく掲載されました。九州全体から公立幼稚園の先生

が福岡教育大学に集まって、福岡教育大学附属幼稚園と神興幼稚

園による研究発表があったのです。公立幼稚園教育の見直しとい

うか、幼稚園と小・中学校とをつなげる教育をどうしていくか、

また、どのようにして、さらに魅力ある幼稚園にしていくかとい

うことも今後時間があれば話していただきたいと思います。 

       それと、全国豊かな海づくり大会が宗像市で行われますが、こ

こには水産高校も相当かかわっております。 

       また、全国門前町サミットin福津というのが１０月１３～１４

日に行われます。門前町サミットというのは、市が主催して、全

国から門前町を持つ自治体の首長を招き、門前町を生かしたまち

づくりについて意見交換をしていくものです。昔大変にぎわって

いた門前町の歴史を再発見というか、発掘することによって、門

前町が元気を取り戻すきっかけになればということも言われてい

ますし、私もそのように思います。 

       その他、ＩＣＴ教育に対する業者からの問い合わせや提案が、

私のところにも来ます。これについては、教育力の向上や、現場



の先生の負担軽減のためにも大変重要な視点だとは思いますが、

今日は、ハード整備よりもソフト面での意見交換ということで、

私の思い描く福津市の教育像については、以上で終わります。 

   川﨑：市長の考える教育像についてに語っていただきました。３つの

キーワードが出てきました。まず、『対話』ということで、教育

大綱や教育総合計画について、つくる前もつくった後も市民に参

画していただきたいということでした。 

       それと２つ目の『国際交流』ですが、世界遺産登録が決定した

ことにより、いろいろな国との交流が深められる機会が増えるの

ではないかということです。古墳群を海外の子どもに発信しても

らいたいし、そのためには自分の住んでいる地域をもっと勉強し

てほしいということでした。 

       最後に『生涯学習』ということで、自然環境という言葉が出て

きましたが、福津市のもつ豊かな自然環境を守るために、生涯学

習分野を活用できないかという、以上３点についての説明があり

ました。その他にもいろいろあると思いますが、ただいまの市長

の思いについて、委員の皆さんから意見や感想、質問等があれば

お願いします。 

 下山委員：１点目の対話については、よく理解できました。市民参画を中心

として、プロセスを大事にし、なおかつしっかり評価をする。そ

して改善をして次につなげるということで、その中で、８月、１

０月に総合計画策定に関する市民会議をするという具体的な説明

がありました。つまり、いろいろなところで、市民との対話を

行っていくものだと思っています。 

       ただ、いろいろな意見が出てくると思いますが、どれを取捨選

択して、教育大綱に組み入れていくのかというのは、大変なこと

だと思います。逆に、発信した市民の側からすると、自身が発言

したものはいずれ実行されるものだと誤解してしまいがちになる

のではないかと危惧しています。 

       いろいろな意見を聞きながら具現化して、その後、実際にどの

部局が担当するのか、というような具体的なものが出てきたらい

いなと思っています。 

       やはり、夢を持つという大切なことです。年をとっても夢は持

ち続けるべきです。夢はその都度、具現化する中で一つずつ消え

ていきますが、生きていく中で新しい芽がまた出てきます。私自

身、年をとっても何かしら夢を持ちながら楽しい人生を送ってい

きたいという思いを持って毎日生活していますが、このように楽

しく語れる年配者も育てていきたいなと思っているので、年配者

が学習する場、または、幼い子どもと年をとった人とが交流する

場もどこかでセッティングしていただきたいと思っています。 

       先ほど、子どもたちがステージ発表するプレゼンの場という言

葉がありましたが、これは非常に大切なことだと私は思います。

子どものときに人前で発表する経験が、５年後、１０年後の自身



の大きな生きる力につながっていくはずだと思っています。福津

市ではコミュニティ・スクールフォーラムが８月に行われていま

す。昨年は、東京オリンピックを目前にした子どもたちが、どん

なかかわり方をするかというテーマで作文を発表したんです。子

どもたちにテーマを与えることによって、いろんな夢を抱いてく

れるだろうし、さらに発表する場があれば自信がつくだろうし、

そしてそれを聞いた子どもたちが、次は自分がそういう発表をし

たいと思ってくれる。そういう連鎖が発生するような場が、もっ

とあってもいいなと思いました。それは、小・中学生だけではな

く、高校生や大学生そして大人たちも含めてあってもいいものと

感じています。 

 それから、生涯学習について、自然環境という言葉が出まし

た。福津のような素晴らしい自然環境は、他にはないと思いま

す。よく比較されるのが糸島です。確かに似たような自然環境な

のですが、福津はコマーシャル性というか、情報発信力が糸島よ

りも弱いような気がしています。環境面を考えたときに、せっか

く環境基本計画があるのだから、それをいかにして伝えていくか

が大事です。地域を通してもいいし、学校を通してもいいし、そ

ういった場をこれからどんどんセッティングしていただけるとあ

りがたいと思います。 

   市長：市民参画型の総合計画の策定を、策定スケジュールまでつくり変

えて行っているところです。分野別計画もいろいろある中で、教

育分野では教育総合計画が、福津市総合計画の分野別計画の一つ

であります。この教育総合計画の工程プランは平成３１年４月ス

タートということで予定されています。その教育総合計画の策定

過程においても、市民参画に関するものを入れていただきたいと

いう思いがあります。ですから、福間中学校などで行われている

ワールドカフェなどのような、対話を取り入れた施策は非常に有

意義だと思いますが、今後は、教育総合計画がつくられた後のそ

の検証においても、市民が検証しやすい指標を入れてもらうなど

の工夫も入れていただきたいと思っております。 

       環境については、この福津市環境基本計画を委員の皆様もぜひ

ご覧いただきたいと思います。これは自然分野だけではありませ

ん。循環可能な、再生可能なまちづくりをめざしているともいえ

ます。 

       先日、郷育推進課、うみがめ課、地域振興課の３課合同で福津

の夏学校という事業を開催しました。合計３９人の親子が参加し

て、環境のことや生き物のこと、エコのことを親子そろって勉強

してもらうという事業を実施して、大盛況でした。もっとこうい

う行事に市民の人に参加してもらいたいと思いますし、教育施策

とリンクできないかなと思った次第です。 

       次に、国際交流についてです。現在、韓国慶州との交流が広報

秘書課主管で行われております。松本市との交流は教育委員会主



管で行われていますが、教育分野でも国際交流をもっと生かして

いきたいというのが私の思いなのですが、これは今後、教育長や

教育委員会事務局の皆さんと話し合って、どういう体制や施策が

取れるかということを話し合っていきたいと思います。 

笠置委員：対話についてですが、市長に就任されてから今日まで、市民の皆さ

んと対話をなさってきて、私が市民の皆さんから聞いた感想や感じ

たことなどを話します。 

      市長と語ろう会に参加して、話を聞くことができてよかったとい

う人と、もっと話したかったという人もいらっしゃいました。 

      その中で、子どもたちのために一生懸命頑張っているみまもり隊

の皆さんは、年間２００日ほど活動しています。彼らがだんだんと

高齢化になってきており、後継者がいなくなりつつあるのが心配だ

という声がありますので、市長にも対策を考えていただきたいとい

う意見がありました。 

      そして、公立幼稚園の存続に関して、市が合併したりすると公立

幼稚園・保育園がどんどんなくなっていく動きが全国的に見られま

す。子どもたちの数が少なくなってくると、市外の園バスを見かけ

ることが多くなっていきます。そういうのを見ると、公立幼稚園・

保育園を市長が残してくださるという判断はすごくありがたいと

おっしゃっていました。今後、福津市では、大和保育所と神興幼稚

園が私立保育園・幼稚園のお手本になってほしいという意見も聞き

ました。 

      これから先も、対話を通して、市民も自身の意見を一方的に話す

ばかりでなく、周りの方の話にも耳を傾ける必要があるでしょう

し、これから熟議がどんどん広がっていくといいなと思います。 

       次に国際交流ですが、以前うちの子を、とある留学生がたくさ

ん暮らしているところに連れて行ったことがあります。福岡県に

は留学生がたくさんいますので、そういう方を福津市に招いて、

福津市の学校行事などに参加してもらったりすると、コミュニ

ティ・スクールの一環として交流ができるのではないかと思いま

した。福津市の小中学校の中には海外からの転入生もいるので、

その子たちもリーダーとして輝ける場所ができるのではないかと

思います。 

       そして、生涯学習についてです。ふくつ花火大会の後に３校の

中学生がごみ拾いボランティアをしていますが、海辺をきれいに

する次の段階で、水産高校と交流をすると、自分たちがきれいに

することと、生き物の生態系に関連する学習ができるのではない

かなと思います。 

      以上です。 

   市長：まず、みまもり隊の後継者を心配されているという点。本当にい

つも頭が下がる思いです。郷づくりは、５月１８日から６月２４

日までの約１か月間をかけて、宮司、津屋崎、神興、福間、神興

東の５か所の郷づくり協議会で、懇談会や意見交換会を行いまし



た。そこでは、それぞれの地域ならではの質問も受けましたが、

郷づくり協議会を担う後継者がいないという意見はどこからも挙

がっていました。いったん部会長を任されると、後継者が見つか

るまでずっと役員を続けていかなければならないという現状もあ

るようです。郷づくり協議会の制度や運営自体の周知方法につい

ては、郷づくり制度の根拠条例である「みんなですすめるまちづ

くり基本条例」を見直したり、市の総合計画の分野別計画の一つ

である「郷づくり基本構想」において郷づくり制度の設計なり、

権限の付託なりを今よりも進めていくと同時に、このみまもり隊

の後継者も育てていかなくてはならないと思っています。 

       国際交流について。これは皆さんからいろんな意見をいただき

たいと思っています。笠置委員がおっしゃったように、留学生を

通して、子どもたちや大人たちの交流につなげていくのは一つの

手だてになり得ると思いました。 

 藤井委員：私も感想なのですが、私には今、中学生と高校生の子どもがいま

す。福津市はとても子育てしやすく、住みやすいと思います。そ

こで保護者の立場から感想を述べたいと思います。 

       市長が掲げている開かれた市政に関連して、学校も開かれた学

校、透明性の高い学校であるべきだと思っています。現在、コ

ミュニティ・スクールを行っていますが、そのコミュニティ・ス

クールによって、みんなが学校を知り、またその学校を知ること

で保護者同士がつながっているという状況が今できており、保護

者同士も情報を共有することによって安心感が出て、すごくいい

ものになってきていると思います。保護者が行う家庭教育の一つ

に「早寝早起き朝ごはん」という運動がありますが、これも学校

に行かないと知らない人もいるので、そこは学校関係者だけでな

く、また保護者だけではなく、全市民にそれを伝えていただいて

いるので、地域ぐるみで子どもたちを育てていくんだという姿勢

が福津市全体に浸透しつつあるところが、すごくありがたいと

思っています。 

       郷育カレッジについても、福津市の自然を学校に伝えていった

り、また、学校自体が取り組んでいることを、学校同士でつなが

りあっていただきたいなというふうに思っています。 

       それと、人口が増えて、小さなお子さんがすごく増えている

中、自家用車での来校も制限されていますので、コミュニティバ

ス等をもう少し充実させて、安心・安全な環境で学校行事に参加

できたらいいなというふうに思いました。以上です。 

市長：福津市は、特にコミュニティ・スクールの先進地として、本当にた

くさんの自治体や議会が視察に来られ、本当に高い評価を受けてお

ります。中学生のボランティア参加もその地域との交流の一環だと

思いますが、福津市は近隣市と比べると、子ども会育成会等も含め

た、地域ぐるみでこの教育を見ていきましょうということで、育成

会連合会も組織としては、加入者数が若干減ったり、活動が少し形



骸化してるとかいう批判の声も聞こえてはきますが、しっかりと

残っています。コミュニティ・スクールが前面に出てきますが、こ

れをもともと下支えしてきたのが、この子ども会育成会や婦人会、

シニアクラブといった社会教育関係団体などであり、これらの制度

の強化は必要かなと感じています。また、各小学校エリアにいろい

ろと守るべき環境を設定されています。特に、日蒔野地区がある福

間南小学校校区は戸建て住宅やマンションが軒並み建設されていま

すが、合併前から先駆的に、グリーンインフラという言葉もあるよ

うに、自然環境を残すことでそのことが評価されて、上西郷川が全

国の土木学会の大賞をいただいたことが、２か月ぐらい前の新聞に

も掲載されたようです。これは都市管理課主管で取り組んできた事

業ですが、環境部門であるうみがめ課主管の福津市環境基本計画に

関する会議でも、グリーンインフラのことが取り上げられていまし

た。守るべき自然や守るべき環境が身近なところにあり、それが子

どもたちのふるさとへの愛着にもなるし、それを守っていくこと、

保全していくことで、また、教育面でもいい効果を与えると僕は

思っています。 

       世界遺産登録により、土日に限定して、ラッピングされたシャ

トルバスを運行しています。これはＰＲ不足もあり、また、暑い

夏真っ盛りの季節ということもあるのかもしれませんが、なかな

か利用されていないようです。 

       コミュニティバスは、今後、大きく変わっていく可能性が十分

にあります。これまでのコミュニティバスは、既存の交通体系を

補完する福祉バスという位置づけで、地域交通体系協議会での審

議のもと、交通機関が薄いところに運行していくという考えでし

たが、さらに観光分野にも取り組んでいいということになってき

ております。現在、日曜日にコミュニティバスが走っていないの

は、日曜日の通勤通学利用者が非常に少ないからという理由で

す。しかし、観光分野も視野に入れると、コミュニティバスは日

曜日も運行していいということになってくるはずです。また、平

成２３年度に運行を始めて以来、これまでにルートの変更を２回

行いました。たしかに、勝浦小学校にはコミュニティバスを利用

して通っている児童もいますが、津屋崎小学校でも保護者の方が

学校付近まで送っている光景を見かけます。それなら、津屋崎小

に限らず、コミュニティバスを通学にも使いやすい方向に変えて

いけるように、地域交通体系協議会のメンバーに観光分野や教育

分野の方に入っていただきながら、教育分野について提言してい

ただくことを期待いたします。以上です。 

  青木委員：先ほど藤井委員が、日蒔野地区は若い子どもたちやお母さんた

ちがたくさんおられると言われてましたが、一方、勝浦には全く

そういった姿はなく、今後どうなっていくのだろうかと想像でき

ません。そこで、新市長に今後、取り組んでいただきたいことが

あります。 



       今日お話いただいた３つの柱については、下山委員と笠置委員

から話がありましたが、コミュニティ・スクールのことについ

て、少しお話いたします。 

       このコミュニティ・スクールの基本理念として、「行きたい学

校、帰りたい家庭、住みたい地域」という言葉があります。行き

たい学校というのは、子どもたちはもちろん、先生方も行きたい

学校、そして、帰りたい家庭っていうのは、心の教育がなされて

る家庭、住みたい地域というのは、自然環境あるいはいろんな利

便性とも言えます。昨年、宗像署の方たちと意見交換をする機会

があったのですが、そこで宗像署管内が一番犯罪が少ないという

ことを言われていました。やはり、こういう街で、子育てをした

いとか、将来住みたいということで、人口が増えているというこ

との要因の一つではなかろうかと思います。 

       まず「行きたい学校」について、人口増加に伴い、校舎等の増

築にものすごく教育予算がかかっているということも承知してい

ますが、先生たちも多忙を極めており、もしよければ夜の職員室

を訪ねていただいて、先生たちがどんな顔つきで無給での残業を

しているかというのを市長に見ていただきたいと思っています。

 私には市内で教諭をしている友人がたくさんいますが、宗像市

に転勤したいとか、そんな声が聞こえてくることがあります。そ

んなことを言わないでほしいなと思うのですが。病休で学校を休

んでいる先生方もたくさんおられます。また、どの学校を見まし

ても講師の先生の数が多い。あるいは今年度も講師の先生が見つ

からずに、右往左往されていた校長先生の姿もありました。病休

の先生がどんどん出てくる原因は何なのか把握していくことが大

事なことじゃないかなと思います。部活動の成績にしても、宗像

市と比べるとあまり成績が良くないとも言われています。それは

先生方のやる気の問題というか、ほかのことで時間を割かれて、

部活動で指導する時間がなかったりとか、そういうことも少しず

つ影響してきているような気がします。 

       それから、保護者から聞いたところでは、部活動の助成金も少

ないために、ユニフォーム代や遠征費用などの自己負担が多額に

なってきているという意見も聞いております。その対策もこのコ

ミュニティ・スクールを充実させていく一つの方策になるのでは

ないかと思います。 

       次に「帰りたい家庭」についてですが、物やお金は与えられる

が、心はどこに与えられたんだというような悲痛な叫びが、犯罪

の増加につながっているのではないかと思うことがあります。家

が本当に帰りたい場所になっているのかということに疑問符がつ

く子どもが少なからずいるような気がします。 

       それと、フクスタやエンゼルスポットや市立図書館を利用して

勉強をしている子どもたちの姿を見かけます。私たちの時代と比

べて、勉強する子どもたちが多いなと思いますが、そういった施



設の充実も、家に帰る場所がない子どもたちの居場所になってく

る気がしますので、その面の充実をお願いしたいと思います。 

       学校で、カウンセラーや臨床心理士による講演会というのを、

この帰りたい家庭にするために、ぜひ開いていただきたいなと思

いました。 

       「住みたい地域」というのは、心が豊かになれば、犯罪ももっ

と少なくなってくると思いますので、九州１位という評価を得ら

れた理由付けを分析して、それをＰＲしていけば、福津市に住み

続けたいと思ってくれる子どもたちを育てていけるのではないか

と思います。 

   市長：福津市が九州１位になったのは住みよさランキングですね。住み

よさランキングでは、いろんな指標によって評価されたランキン

グですので、これはこれで、ありがたく承る必要はあると思いま

す。ですが、青木委員が言われたように、どの点が評価され、本

当に現実的にその保全とか維持のために、どういう施策を教育行

政や市が行っているかということは、分析調査が必要だと思いま

す。 

       「行きたい学校、帰りたい家庭、住みたい地域」に関連して、

藤井委員の意見にもありましたが、郷育推進会議でもよく審議さ

れているとおり、家庭教育の支援については関心があります。政

治や行政の分野で、一人ひとりのところまで目を配る政策という

のは、なかなか難しい面もあると思います。それでも、やはり教

育の分野においては、特に福津市については安部清美先生の言葉

もあるように、一人ひとりに目を配っていく、そういう寄り添っ

ていく教育を行っていくんだということを掲げる重要性は感じて

おりますし、それを掲げるからには、具体的な施策としてどう見

ていくかということが重要だと本当に思います。そのことについ

ての意見交換も今後できればいいなと思います。 

       最近では、東福間エリアに一つ家庭教育支援の事業が立ち上が

りました。行政からのアドバイスもあったようですが、ある方が

東福間エリアで、学童保育とは違う、いわゆる寺子屋形式みたい

な施設を民間レベルで立ち上げましたので、その情報も個人的に

は汲み取っていきたいと思っています。 

       それと講演会の話がありましたが、福津市では、食育の講演

会、人権講演会、環境フォーラム等々、いろいろ講演会が行われ

ております。今後は、教育委員会主催の講演会も行ってほしいと

思っています。一例として大阪府大東市では８月に、大東市教育

委員会が主催する講演会が開催されます。カメリアステージも完

成しましたし、ホールや大会議室等を使って、フォーラムを教育

委員会主催で行っていただくことには大賛成です。以上です。 

   川﨑：４人の教育委員さんからのお話をお聞きしたわけですが、最後に

全体的な意見ということで、柴田教育長にお話していただきたい

と思います。 



柴田教育長：４人の教育委員の皆さん、市長も本当にありがとうございまし

た。私も初めて出席して、大変有意義な会議だと思っています。

特に、市長のビジョン、キーワードを聞くことができたというの

は、私にとっての収穫でした。もちろん、教育委員の４人の意見

もビジョンがしっかりとありますが、地教行法の改正で、平成２

７年から、各市町村には総合教育会議を設置しなさい、教育大綱

をつくりなさいということで、新市長のもとで、新しい教育大綱

をつくる上で重要な会議だったと思っています。私もかねがね、

新しいものをつくり出したり、教育活動を行う上で、「ＶＷ」と

いう言葉をよく使ってきました。トップが『ビジョン（Ｖ）』を

示して、それ以外は『ワークハード（Ｗ）』するということで、

そうすると新しいものができるということです。 

       私は、教育はやはり未来志向、つまり１０～２０年後の福津市

の教育を見据えた教育大綱をつくりたいと思っています。未来

は、グローバル化や少子化、高齢化、ＩＣＴ化、ＡＩ化などに対

応できるような教育を実践できればと思っています。少子化と

言っても家庭内が少子化になっていて、福津市は子どもたちが増

えていて、今は未就学児や小学生、中学生の増加に伴う教育環境

整備のことで頭の中がいっぱいなのですが。 

       今日、市長に３つのキーワードを言っていただきました。「対

話」というのは、いかに人とかかわるかということで、コミュニ

ティ・スクールの発展。「国際交流」は、グローバル化に対応し

ていくこと。それから「生涯学習」は、少子高齢化の中で、将来

にわたって学び続けることができる環境づくり、あるいは学び続

ける人づくりというふうにとらえております。 

       福津市は夢や希望をもち、健やかに育つ子どもを育成すると掲

げておりますが、子どもだけの育成じゃなく大人も学べる環境づ

くりをこの総合教育会議で策定していかなければいけないと思っ

ています。市長の３つのキーワードを総合して、フレーズを考え

てみたのですが、「未来に向けて（未来に向け）、人とのかかわ

りを大切にし、国際社会に積極的に貢献でき（国際社会をたくま

しく生き抜き）、生涯にわたり学び続けることができるまちづく

り（生涯にわたり学び続ける人づくり）」というのが、市長の目

指す教育の方向性かなというふうに感じたところです。人とのか

かわりの中で、未来会議やコミュニティ・スクールの具体的な活

動も見えてくるのかなと思っていますし、国際交流においては、

世界遺産を生かすとか、あるいは来る東京オリンピックのキャン

プ地誘致を目指して人とかかわりを深めるとか、あるいは、生涯

学習において、本市では郷育カレッジをやっておりますが、新し

くできた図書館をどう活用するかとか、あるいは、大学と連携を

しながら環境問題にどう取り組むかとかいうことも検討していく

必要があるのかなと感じました。それは子どもであっても大人で

あっても同じだと思います。門前町サミットとか、山笠などの地



域の行事にかかわりながら、大人も子どもも学ぶ生涯学習社会づ

くりをつくるのも我々の役割かなと思っているところです。 

       いずれにしても、教育条件の整備のためには予算をつけていた

だいて、我々も知恵を絞って効果を予測した教育施策をやってい

かなければいけないと、今日感じたところです。この会議では市

長にしても、我々教育委員会、教育委員にしても、目指すところ

は同じであるということです。本市の子どもたちが健やかに育

ち、あるいは市民に教育の機会に出会えるチャンスをつくるのも

我々の役割だと思っておりますので、今後ともこの会議を、熟議

を重ね合い、福津市発日本の教育というスタンスでやり続けたい

と思っています。 

市長：ありがとうございました。 

   川﨑：それでは、予定の時間が来ておりますので、協議はこれで終わら

せていただきます。本日は、福津市教育大綱の策定に向けてとい

うことで、市長の思い描く福津市のこれからの教育像についてお

話していただき、そこから教育委員会の皆さんと意見交換を行っ

てまいりました。本日出された意見を踏まえまして、次回の総合

教育会議で教育大綱の素案を提示できればと思っておりますの

で、よろしくお願いします。 

       ここで、皆さんに確認をしたいことがあります。平成27年度か

らこれまで、新しい教育大綱の策定に向けて取り組んできた中

で、キーワードが３点ほどありました。一つは、教育大綱は全市

民を対象に、学び続ける教育を行うことだということ。それと、

循環型の人材育成ビジョンを形成しなければならないというこ

と。そして最後に、グローバルな人材を育成するためには地域ぐ

るみで育てていかなければならないと、この３本の柱が非常に大

切なのではないかと思っております。大綱づくりにあたり、この

３本柱を基本において、素案をつくりたいと思っておりますが、

それでよろしいでしょうか。問題がないようでしたら、次回の総

合教育会議でその形に沿った素案をつくって、提案させていただ

きます。 

 

４ その他 

   川﨑：その他として、事務局から何か連絡事項等ありますか。 

  事務局：ありません。 

 

５ 閉会の宣言 

   川﨑：次回の総合教育会議は１０月を予定しております。日程について

は、また後日調整させていただきますので、よろしくお願いしま

す。それでは、以上をもちまして、平成２９年度第１回の総合教

育会議を終了いたします。 

 


